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ライフガード貼り工事を承ります。 
上記のように、防犯・防災・省エネに優れたフィルムがライフガードです。サッシュやガラスの交換を

行わなくても、このライフガードを施工することで、防犯性・防災性・省エネ性が向上します。留守が多

く、セキュリティ対策をご検討のお宅や、西日があたり家具やカーテンなどの劣化が早いお宅、小さいお

子様のガラスによる怪我の心配や、冷房が効きにくいなど、「ガラス」が気になっている方は是非ご一報下

さい。専門家が相談に応じます。これまでは、公共的な建築の大きな窓ガラス面に施工されもことが多か

ったようですが、最近では、個人住宅の窓ガラス面への施工も増えています。省エネ効果については、実

験結果として「５℃前後の室温上昇抑制効果」と「紫外線の 99.9％カット」が報告されています。 

マンションのリフォーム事例 

200 年住宅ビジョンが発表された背景は、私たちの寿命が延び、住宅の長寿命化が必要であり、住

み替えの場合にも、価値ある資産として適正な評価を得ることが必要であること。また、地球環境保全

のためにも、これまでのように新築後２５年から３０年間で取り壊すということでなく、住宅を長く大

切に使うことで、限られた資源の有効活用を行うなど、ストック型社会への転換が急がれているという

ことです。 

①構造躯体の耐久性や耐震性、内装・設備というインフィル部分の可変性の確保 ②維持管理が容易

③省エネ・バリアフリーの確保 ④点検・補修・交換などの計画的な維持管理 ⑤周辺まちなみと調和 の

5 項目が、超長期にわたって循環利用できる質の高い住宅の要素と言われ、こうした 200 年住宅促進

のために、「超長期耐久性技術の確立」「維持・管理体制の確立」「流通システムの確立」が 3 本柱とさ

れています。あわせて、土地価格のみが重視され、建物部分の評価が「築年数」で大きく下がっていく

日本の住宅評価と金融機関の担保評価の大幅な見直しも求められます。 

しかし、機械文明に慣れ、化学製品に囲まれた日々の暮らしの中で、24 時間換気の例のように、高

気密・高断熱を謳い重装備した密閉した空間をつくっておきながら、室内空気汚染による体調不良が生

じると、24 時間室内の空気を換気するという、さらに装備を加える愚行とも思えることを恥らうこと

なく建築基準法で規定するお国柄です。200 年住宅の理念はすばらしいと思いますが、理念の実現・

普及に際してのスタンスをみると、日本の住宅の歴史や伝統に基づく実績に関しての配慮と評価が欠落

していると思います。制度が一人歩きをし、「換気」のケースと同じような失政の上塗りにしてはならな

いと痛感します。 

日本古来の住宅は、自然と共棲し、適度に手を入れていくことで、長く私たちの 

暮らしに寄り添ってきたはずです。当社で改修工事を行った築７０年を超える木造住宅 

などは、いいものをつくって、きちんと手入れをして、長く大切に使うという、先人達 

による実践事例といえます。伝統技術の継承や地域風土に合った暮らし方に目を向けて 

いない諸施策は、本当に私たちのためのものでしょうか。疑問です。そんな思いを抱き 

ながら参加した講習会でした。 

    防犯・防災・省エネフィルム貼工事をはじめました 
ラ イ フ

ガード 

防犯対策 
泥棒の侵入手口の71％がガラス破りです。

その対策としては、破るのに時間がかかる

ようにして、破られにくくすることです。 

防災対策 
台風や地震時には、ガラス破損片による被

害が目立ちます。そうした被害の減少と、

ガラスによる子どもの事故も防ぎます。 

省エネ対策 
夏の暑さや冬の寒さにガラスは敏感です。

冷暖房費の削減と、紫外線のカットによる

カーテンや家具類の褐色劣化を防ぎます。 

北京オリンピックが始まりました。大気汚染や食の不安に加えてテロ不安や抗

議活動など、開幕直前まで様々なニュースが飛び込み、中国が抱える問題の深

さを感じました。アジアで開催される 3 回目の世界のスポーツの祭典、テレ

ビ・ラジオ・新聞などの番組や紙面で、204 の国と地域（世界にはたくさん

の国や地域があるのです）から選出された選手達の活躍ぶりがわってきます。

スポーツの祭典が政治の具にされないことを祈りながら夏の夜のテレビ観戦

を楽しんでいます。また、長崎の夏８月は、生きること、家族や友人（性差・

世代・国籍を超えて）との絆、そして、平和など多くのことを考える季節でも

あります。忘れたいこと・忘れないといけないことも多々ある中で、忘れては

いけないことは唯一つ、二度と戦争をしてはいけないということだとの思いを

再認識する季節です。                    社員一同 
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   第 4 回長崎リフォーム物語 
参 加 費

無   料 

インフィル（内装・設備）を全て撤去し、スケルトン

（躯体構造）状態にしてのリフォーム。高齢期を迎え

ても住み続けられるマンションに変身しました。 

Ｍ様邸改修工事の事例  

  屋根瓦葺替え及び下地の改修工事と床下地の一部補強改修によって、さらに住宅の寿命が延びました。 

リフォーム後 

リフォーム前 

スケルトン状態 

 

の講習会へ行きました 
（社）住宅生産団体連合会のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより借用のイラスト 

 

第４回長崎リフォーム物語のご案内 

日 時  平成２０年９月２３日（火・祭）

午前１０時～午後１時３０分 

行 程  北野ノーリツ様展示場 他 

          終了後は楽しい昼食会です。 

申 込 先 (有)長崎建築社 

     TEL 095-828-2545 

     FAX 095-828-2714 

★この機会に各種メーカーの新しい住宅設備機

材をご覧下さい。 

★集合時間や場所などの詳しい内容は後日お知

らせいたします。 （担当：平野） 

 

リフォーム前 リフォーム後 

（財）住宅リフォーム・紛争処理支援センターの

リフォネットの事業者登録と増改築相談員の登

録を行いました。住宅リフォームに関する各種ご

相談に応じます。 


